
「ジオＡＩ研究会」の開催について

○ スマートシティや不動産、防災・減災やインフラ管理、ロボティクスや自動運転など、多様な分野のDXを支え
る地理空間情報の活用が広がる中、急速に進展するAIの技術と融合（地理空間情報×AI）することで、我が
国経済・社会における地理的・空間的問題の解決が一層図られるとの期待が寄せられている。

○ これを踏まえ、「ジオAI研究会」では、ジオAI（地理空間情報×AI）に関する産学官の取組を戦略的に加速す
るため、その実現に向けた「課題・論点」や「取組の方向性」について議論を行う。
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◎
令和８年2月：研究会設置

～以降、月1回程度開催～

令和８年５月頃：中間整理（予定）

主な検討事項

当面のスケジュール

① ジオAIをめぐる最近の動向
② ジオAIの概念整理、目指す姿
③ ジオAIの推進・実現に向けた「論点・課題」の整理
④ 産官学による「取組の方向性」（協調領域、競争領域）
⑤ 推進にあたって配慮・考慮すべき事項


